
「電働ノ機」コンセプトご紹介ペーパー



登場人物の紹介

主人公。大卒1年目の新人。電気工作オタクでいろんなものを
自作している。意欲とチャレンジ精神いっぱい。

社会人4年目。主人公から見て少し先の未来にあたる人物。
家電のプロトタイピングエンジニアで、回路だけでなく「人の感情」
まで考えて設計したいタイプ。

みんなの頼れる・憧れのリーダー。元原発プラントの設計技術者で、
現在は技術リーダーとして原子力発電技術に関わる。

登場シーン：AI編・重電編

登場シーン：AI編・家電編

登場シーン：AI編・原子力編



AI編の紹介

AI社会は電機業界の技術によって支えられている
ことをアピールするため、「AIの知能は電機が
支える AIの未来は電機が広げる」という
コピーのもと、挑戦を感じさせるポーズや疾走感
のある構図を採用しました。
登場人物たちがそれぞれの仕事に全力で取り組む
姿を通じて、前向きで活気ある業界として表現し
ています。



主人公の少年が「巨大な鉄塊が精密機械として
息をしている――それが重電なんだ」という
コピーのもと、巨大なプラント機器を見上げる
姿を描くことで、「重電」という巨大な
ものづくりへの挑戦や、社会インフラを担う
ことのやりがいを表現しました。

重電編の紹介



家電編の紹介

家電の設計デザイナーをイメージし、「暮らし
が一歩進むたびその裏には必ず電機がある」と
いうコピーのもと、人々の生活を便利で快適に
するため、新しい価値を生み出す家電づくりの
楽しさや、やりがいを表現しました。



原子力編の紹介

「守りたいのは設備じゃない そこに住む
“人の生活だ”」というコピーのもと、街並みを
背景に、原子力のこれからのあり方や、実現
したい未来を見据える姿を描きました。



ビジュアル制作の裏側

本ビジュアルは、電機業界の魅力をより分かりやすく
伝えるため、業界研究からコンセプト設計、ビジュアル
表現の検討まで、試行錯誤を重ねながら、物語のような
独自の世界観を構築しました。

また、登場人物の人物描写では、キャラ設定を詳細に
行うことで、リアルな仕事感を表現しています。
登場人物の日常が感じられる細かな表現にもぜひご注目
下さい！
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